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今回は西アジア各地の失われた国や地域の切手をご覧いただくこととした。

西アジアでは，オスマントルコやペルシャ帝国が昔から強大な国家を形成してい

たが，イギリスなど西欧の進出もあり，１９世紀に入るとその力が急速に弱まった。

第一次世界大戦で同盟国に参加していたオスマン帝国は，イギリスなどの連合国に

敗れ，アラブ地域を失うとともに，トルコ地域はトルコ民族によるトルコ共和国と

なった。アラブ地域は，イギリスとの間で大戦後にはアラブ人の独立国家が約束さ

れていて，これと引き換えにアラブ民族が連合国に協力したのだが，戦後，連合国

は，約束に反して，多くの地域がイギリスやフランスの占領地となり，保護国や委

任統治領となった（イギリスの三枚舌外交・映画アラビアのロレンス参考）。

そして，国境線はアフリカの植民地と同じように西欧諸国によって定められた。

アラブ諸国の独立は第二次世界大戦前後になるが，パレスチナ地域にイスラエルと

いうユダヤ民族の国家が建国され，現在にまでパレスチナ人との紛争が続くことに

なった。

西アジアには，現在１５か国（旧ソ連の国家を除く）あるが，切手を発行してい

た失われた国や地域はおよそ５３か国・地域である。現在の国数に比べて多いのは，

国が分裂していたり（イエメンなど），一か国で複数の首長国や地域（アラブ首長

国連邦など）で発行された切手があるからである。現在ではほとんど知られていな

い国の切手や，イギリスが占領統治していた時代に発行された切手で，インド切手

やイギリス切手に加刷されたものもある。

【表紙について】

最初の年賀切手のＦＤＣ（初日カバー）である。この切手の発行は昭和10年12月

1日発行だが年賀特別扱いとして使うほかは，昭和11年1月1日以前は一般の郵便に

は使えなかった。よって，初日カバーは昭和11年1月1日付けとなっている。もち

ろん，昭和11年1月1日の日付の年賀葉書は全国で使用されており，珍しくない。

表紙のカバーは封書（二枚貼）で作成され，初日カバーであることを明示するこ

とにより意図的作成であることを示している。 （矢）
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コレクション拝見「失われた国や地域の切手・西アジア編 松元 和博

オスマン帝国：１２９９年成立 ヨーロッパから西アジア，北アフリカを支配する

も第一次世界大戦後滅亡し，トルコ共和国となる。
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コレクション拝見「失われた国や地域の切手・西アジア編 松元 和博

イギリス委任統治領パレスチナ：第一次世界大戦後成立した地域 その後，イスラ

エルとヨルダンに分割された。
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コレクション拝見「失われた国や地域の切手・西アジア編 松元 和博

ペルシャ帝国：紀元前から１９２６年まで西アジアから東ヨーロッパ，エジプトなど

を支配していた帝国でカージャール朝は１７９６年建国の最後の王朝
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コレクション拝見「失われた国や地域の切手・西アジア編 松元 和博

イギリス保護国マスカットオマーン：１８９１年から１９７１年まで現在のオマーン

に存在した国
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コレクション拝見「失われた国や地域の切手・西アジア編 松元 和博

ヒジャーズ王国：現在のサウジアラビアに１９１６年から１９２６年に存在した国


